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2023 年度 授業実施にあたっての留意事項について  

 
2023 年度の授業実施にむけて、下記の通り新型コロナウイルス感染防止対策について留意し、

授業に臨んでください。 
 

1. 授業時間 
2023 年度の授業時間は、1 限目は 9 時 30 分に開始、5 限目は 18 時 35 分に終了します。

在学生のみなさんは、2022 年度の授業時間から 3 時限以降の時間が変更になっていますので、

注意してください。 
 

時 限 1 2 3 4 5 6 

時 間 

9:30 11:15 13:35 15:20 17:05 18:45 ～
 

～
 

～
 

～
 

～
 

～
 

11:00 12:45 15:05 16:50 18:35 

20:15 
※オンデマンド 

 授業・補講 

 のみ 

 
2. マスクの着用について 

個人の主体的な選択を尊重し、授業中においてもマスクの着用を求めないことを基本とします。

ただし、アクティブラーニングや実技、実習などの授業において、「人と人の距離が確保できな

い」、「長時間会話をすることがある」など基本的な感染対策が保障できない場合は、教員から

マスク着用など感染対策の指示に従ってください。なお、マスクの着用が難しい場合は、その

旨を教員に申し出てください。 
 

3. 体調管理について 
新型コロナウイルスの感染が疑われるような症状がある場合は、大学ホームページ掲載の「大

阪大谷大学新型コロナウイルスに関する連絡の流れ」の手続きに従って対応してください。 
新型コロナウイルスや学校感染症等に感染した場合、決められた期間は自宅にて養生し、症状

が回復した後 1 週間以内に、教務課へ所定の欠席届（Active Academy 内の Web フォルダに様

式があります）を提出してください。 
 



4. オンデマンド授業の受け方について  
オンデマンド授業は、毎週決まった時間に受講する、対面授業や Zoom などを利用した同時 
双方向型授業とは異なり、担当教員から受講日時を指定されない限り、時間や受講場所の拘 
束がありません。また、講義コンテンツを繰り返し視聴して理解を深めたり、tani-WA の掲 
示板などを通じて、教員や受講生とコミュニケーションをとることも可能であり、自分自身 
の課題を見つけ、解決に向けて勉強を進めることができるメリットがあります。 一方、授業 
を受けるタイミングは受講生が決定できるため、みなさんは自らが授業に参加する意欲を持 
ち、自主的なスケジュール管理を行う必要があります。 
オンデマンド授業のコンテンツ（動画資料など）は、公開期間(概ね 1 週間ごと（※科目に 
よって異なります)が設定されています。みなさんは時間割に即して、規則的に授業を受け、 
課題やレポートには余裕を持って取り組み、提出締切日よりも前に提出するように心がけま 
しょう。また、受講している科目について、不明な点や疑問に感じた点は、積極的に、tani- 
WA の掲示板やメールを利用し、教員に質問しましょう。 
 

5. tani-WA や Active Academy のパスワード管理について 
本学の遠隔授業では、tani-WA から講義コンテンツを視聴し、課題やレポートを提出したり、 
教員からフィードバックを受け取ることができます。 
tani-WA や Active Academy へアクセスするためのパスワードは、各自でいつでも変更するこ 
とができますので、定期的に変更してください。携帯電話の番号や誕生日を使用するなど、

自分以外の人がわかるようなパスワードを設定しないように注意し、パスワードの管理につ

いては、十分注意を払ってください。 
  
6. 遠隔授業によるレポート課題等に関わる不正行為について 
  tani-WA を通じて提出したレポートや課題は、成績評価に関わる試験のひとつです。 

試験にあたっての不正行為と共に、以下の行為も不正行為となりますので注意してください。 
※他人が書いたレポートやネット上の情報の一部または全部を、引用や参考の出典を記載 
せず、写す（貼り付ける）行為。 

※他の学生の課題を写させたり、自分の回答を他の学生に見せてレポート作成を促す行為。 
他人の著作物の一部または全部を自分が作成したものとして利用することを「剽窃（ひょうせ

つ）と言います。「剽窃」は著作権を侵害する行為として罰せられることがあります。 
他人が書いたものをあたかも自分が書いたかのように見せかけることは、学習者の姿勢としては

許されない行為です。 
以上 

 


